
Marita Schocker-von Ditfurth
(マリタ・ショッカー=フォンディトフアト)氏講演

「The role of grammar to support 
language learning

～言語学習における文法の役割について～」

慶應義塾大学
外国語教育研究センター主催 講演会

Marita Schocker-von Ditfurth氏
フライブルク教育大学（Pädagogische Hochschule

Freiburg）教授。
専門は応用言語学および言語教育。1992年Ph.D.取得。
2000年教授資格取得。実科学校（Realschule）教師
として中等教育に携わった経験もある。
現在もっとも重点を置いている研究テーマは課題指
向型言語学習である。

講演者プロフィール

・日 時 ：2010年3月24日（水）15:00～17:00
・会 場 ：慶應義塾大学日吉キャンパス

来往舎 2階 大会議室
・後 援 ：日本独文学会
☆ 費用，事前予約不要、どなたでも参加できます。

・お問い合わせ：慶應義塾大学外国語教育研究センター
Tel:045-566-1031 E-mail: fcenter-hp＠adst.keio.ac.jp

※ 講演言語：英語（講演は英語で行われます）

ドイツでの実証的外国語研究において代表的研究者である、
ショッカー=フォンディトフアト教授が、

実践的な視点から言語学習における文法の役割について語ります。


